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活動銀河核から放射される相対論的ジェット（AGNジェット）のエネルギーは、ブラックホールの回転エネル
ギーから供給されていることが一般相対論的磁気流体（GRMHD)数値計算により示唆されている。一方、AGN
ジェットのプラズマの供給については対生成による対プラズマ源が提案されてはいるが、未だ明らかとなってい
ない。我々はAGNジェットのプラズマ源の問題に関連して、AGNジェット根元の低密度領域での『二流体不安
定性』の特殊相対論的な判定条件を前回の天文学会（2022年度秋期分科会）で示した。この二流体不安定性によ
りジェットの根元の反平行磁場を含む低密度・強磁場領域における電流層の不安定性が引き起こされ、磁場の消
失が起こり、円盤領域から通常プラズマ（イオン電子プラズマ）が供給される可能性がある。これは、通常プラズ
マをジェットに供給する機構としてはじめて提案されたモデルである。前回の天文学会では、この判定条件の非
相対論的極限の表式を用いて、低密度領域で二流体不安定性が起こり起こるプラズマ密度 nと電流層の厚さ δの
２乗の積（nδ2）の上限値を示した。しかし、実際の低密度領域では磁化率σが１を超えていることがGRMHD
数値計算により示唆されていて、相対論的効果が重要になる可能性がある。
我々はすでに得られている『二流体不安定性』判定条件を用いて、低密度領域での電流層の安定性の条件を特

殊相対論に拡張した。二流体不安定性が起こる密度と電流層の厚さの２乗の積 nδ2に上限があることは非相対論
的な場合と変わりがない。σが１よりも大きい場合、特殊相対論的効果により二流体不安定性の起こる nδ2の上
限が非相対論の場合よりイオンと電子の質量比（mi/me = 1836）倍より大きくなることが分かった。これは、特
殊相対論的効果により二流体不安定性が顕著に促進されることを示している。詳しくは講演で述べる。


